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 要  旨 
近年、液晶ディスプレイは大型フラットパネルディスプレイとしてプラズマディ
スプレイと共にテレビ市場でのシェアを拡大し、さらなる大型化が進んでいる。
しかし、大型化によりバックライトの消費電力が増大し、低消費電力という特徴
が失われつつあり、プラズマディスプレイなどと比べ低消費電力とは決して言え
なくなっていきている。液晶ディスプレイの低消費電力化の方法の一つとして
Adaptive Dimming法が提案されている。従来の液晶ディスプレイでは表示の明暗
によらずバックライトの輝度は一定に保たれている。そのため、暗い表示の時の
ランプ電力は無効電力となる。Adaptive Dimming法とは暗い表示のときにバック
ライトの輝度を低下し、その低下した分の輝度に相当するだけ信号を増し消費電
力を低下させる方法である。本研究ではAdaptive Dimming法を用いて、実際にバ
ックライトを調光し液晶ディスプレイの消費電力を低下させることを確認したと
ころ、静止画ではあるがその効果が確かめられたが、暗い画面中にピーク輝度に
近い明るい点がある画像に対しては低消費電力化が不十分であった。これは従来
のバックライトシステムでは各ランプの輝度が及ぼす範囲が大きく、画面中にピ
ーク輝度が１点でもあれば全てのランプを最大電力で点灯しなければならないた
めである。 
どのようなサンプル画像でも効果的に消費電力を低下させるために、本研究では
ランプ間に厚さ1mmの仕切りを入れランプ間の輝度分布を分離したバックライト
システムを作型しAdaptive Dimming法を行った。サンプル画像“校門APL=40%”、
“校門 APL=28%”、“日の出 APL=28%”に対しAdaptive Dimming法を適用し、前
後の液晶ディスプレイ上の輝度分布がほぼ一致することが確認できた。消費電力
はそれぞれ78%、54%、53%に低減することができた。従来方式の仕切りのないバッ
クライトシステムを用いた場合“日の出 APL=28%”に対してはAdaptive Dimming
法の効果がほとんどなく消費電力は84%にしかならなかったが今回のバックライ
トシステムにより30%以上改善することができた。また、本研究では液晶ディスプ
レイ用のバックライトに用いられるCCFL（冷陰極型蛍光ランプ）の効率がAdaptive 
Dimming法適用時の変化を測定するために、CCFLの電力を輝度ごとに測定し、効率
を測定した。 
 
